
 
I．はじめに  

 生物多様性のモニタリングは，持続可能な森林管理において重

要視されており，そのプロセスとして，指標の選択，指標を用い

た測定手法の開発，モニタリング結果の解析と利用を行う必要性

があげられている（岡部・小川，2011）。そして，昆虫群集を森林

環境の指標として用いる研究が様々なグループを用いて行われて

いる。熱帯地域では，一般に糞虫と呼ばれるコガネムシ上科食糞

群（coprophagous group of Scarabaeoidea）に属する種の多くが，糞食

または腐肉食およびその両方で，草地を含む森林とその周辺の環

境の質や施業等による環境変化を表すすぐれた指標種であること

が知られている (Davis et al., 2001; Aguilar-Amuchastegui and Henebry, 

2007; Nichols and Gardner, 2011; Ueda et al., 2015a)。温帯地域では，シ

デムシ科の種の多くが腐肉食で，草地を含む森林とその周辺の環

境の質や環境変化に敏感に反応することが知られている（伊藤・

青木，1983; 上野ほか, 1985; Katakura and Ueno, 1985; Katakura et al., 

1986; Ohkawara et al., 1998; Trumbo and Bloch, 2000; Gibbs and Stanton, 

2001; 鈴木, 2001; Nagano and Suzuki, 2003; Wolf and Gibbs, 2004; 

Sugiura et al., 2013）。ところが，熱帯と温帯の移行帯にあたる亜熱

帯地域では，シデムシや糞虫の森林環境に対する指標性を評価す

る研究がわずかで（Davis et al., 1999; Lopes et al., 2011; Viegas et al., 

2014），我が国では報告がない。 

 また，我が国のほとんどの地域は温帯に属し，シデムシと糞虫

が冬期ほとんど活動しないことや，ヨツボシモンシデムシのよう

に夏期の高温に弱い種では活動期のピークが春と秋の 2 山型にな

ることが知られている（Nagano and Suzuki, 2003）。ところが，亜熱

帯地域である南西諸島では，シデムシや糞虫の季節消長は知られ

ていない。 

 そこで，本研究では，亜熱帯地域にあたる沖縄島（沖縄本島）

において，草地を含む様々な森林環境下で腐肉食性のシデムシと

糞虫（以下腐肉食性甲虫と略す）を捕獲し，腐肉食性甲虫群集の

森林環境に対する指標性を評価した。また，1 年間通して捕獲する

ことで季節消長を明らかにした。 

 

II．調査地と方法  

 調査は，沖縄島の沖縄市と名護市で行った。沖縄市嶽山原（た

きやまばる）調査地は同市の最北端にあたるイタジイ（スダジイ: 

Castanopsis sieboldii）を中心とした二次林が多い起伏のある地域で，

二次林内の谷（TF1），尾根（TF2），林道沿い（TF3）の 3 カ所に調

査プロットを設けた。沖縄市倉敷ダム調査地は嶽山原調査地から

南へ約 4 km 下流にあり，二次林と草地からなる比較的平坦な地域

で，二次林内に 2 カ所（KF1, KF2），草地内に 2 カ所（KG1, KG2），

調査プロットを設けた。名護市字名護調査地は沖縄県農業研究セ

ンター名護支所構内のリュウキュウマツ（Pinus luchuensis）を中心

とした二次林と実験農場からなる地域で，林縁から約 20 m 二次林

内に入った 2 カ所（NF1, NF2）に調査プロットを設けた。各調査プ

ロットの位置および林況データ等を表-１に示した。林況データは，

2014 年 8 月 11, 12 日に昆虫捕獲トラップ設置場所（後述）を中心

とした 10 m 四方内の胸高直径（DBH）5 cm 以上の樹木を測定して

求めた。各調査プロットの植生については，陰樹であるイタジイ

が多い TF1 と TF2 を「健全二次林」，陽樹であるリュウキュウマツ

の林に多い，リュウキュウマツ，イイギリ（Idesia polycarpa），イ 
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＜＜中略＞＞ 
表-2. 各調査プロットにおける種別捕獲数，種数および総捕獲数 

一番上と一

番下の横線

は太く 

縦線は使わ

ない 

単行本内の１章の場合 

ソフトウェアの場合 

ホームページの引用の場合 

外国語単行本内の１章の場合 

単行本全体の場合 

外国語単行本全体の場合 

半角英数ダッシュ（enダッシュ） 

TF1 TF2 TF3 KF1 KF2
  Calosilpha brunneicollis 1 1 3 0 0

Trox matsudai 0 0 1 0 1
Phaeochrous emarginatus 501 2 5 0 0
Onthophagus itoi 1,531 310 654 1 0

 Onthophagus murasakianus 15 9 51 22 596
Onthophagus viduus 0 0 0 0 0

4 4 5 2 2
2,048 322 714 23 597




